
 

 

２０１８年２月１５日 

 

長岡市との『地域防災力向上に関する連携協定』の締結について 

 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、 

長岡市の地域防災力の更なる向上を図るため、長岡市（市長：磯田達伸）と『地域防災力向上に 

関する連携協定』を２月１５日に締結したことをお知らせします。 

 

 

１．背景・経緯 

・長岡市は、「日本一災害に強いまちづくり」のスローガンを掲げ、市民の防災力向上のために市民

参加型の総合防災訓練の実施に力を入れています。 

・損保ジャパン日本興亜は、新小学生１年生に対する交通事故傷害保険付き「黄色いワッペン」贈呈 

事業の他、２０１６年度からは「長岡市総合防災訓練」における子ども達への防災教育など、 

長岡市と連携した取組みを進めてきました。 

・損保ジャパン日本興亜は、長岡市との連携をより強固なものにし、これまでの取組みを更に発展 

させ、長岡市民の安心・安全のために貢献したいとの思いから連携について提案し、このたびの 

協定締結に至ったものです。 

 

 

２．協定の目的 

長岡市内に支店を置く損保ジャパン日本興亜と長岡市は、平時における市民への防災意識の啓発や

市の施策への協力、そして、災害時における対応などで連携し、長岡市の地域防災力の向上を 

目指します。 

 

 

３．協定の主な内容 

以下の項目において業務連携を行います。 

(1) 災害時におけるドローンによる情報収集に関すること 

(2) 市が行う防災訓練を初めとする各種防災事業に関すること 

(3) 市民への防災に対する意識啓発及び防災知識の普及に関すること 

(4) 地震保険等に関する情報提供 

(5) その他防災、減災及び災害対応における相互協力に関すること 

 

 

４．今後について 

損保ジャパン日本興亜は、今後も長岡市と連携し、地方創生サポート運動を展開していきます。 

また、代理店関係者にも本協定について周知して全社を挙げて長岡市に貢献していきます。 

 

以上 

 

 


